
様式１     「岐 阜 県 ふ る さ と 教 育 表 彰 」 実 践 報 告 書      
 

市町村名 養老町 学 校 名 養老町立広幡小学校 

校 長 名 堀田 一浩 対象学年 全学年 人 数 ９６名 

活 動 名 ふるさと広幡を誇りに 時間数 
１年・２年：３５時間 

３年～６年：７０時間 

全校：３時間 

継続年数  ２７年 

 

 

 

題  材 

① 自然環境（河川・動物・植物）[金草川・水生生物，水質調査・ハリヨ・地域の草花，自然] 

② 歴史（出来事・史跡・先人・その他）[牛馬観世音・九里半街道・田中道麿] 

③ 文化（芸能・民話・風習）   [広幡音頭・六社神社祭り・ふるさと広幡] 

⑤ 絆を深め，よりよいふるさとをつくる活動 

 [広幡ふるさとオリエンテーリング・歩け歩け大会・敬老会・地域清掃活動・公民館春祭り] 

複数年継続 

するための 

工 夫 改 善 

○生活科，総合的な学習の時間を中心に「ふるさと学習」のテーマを設定している。昨年

度より，人とのつながりをより一層強めるよう年間指導計画を見直し，実践を行った。 

○「ふるさと学習」で学習したことを発表する場「広幡ふるさとオリエンテーリング」を

計画的（３年サイクルで校区を一巡）に位置付け，地域にも広めている。 

○ユネスコスクールとして，「ふるさと学習」における取組を他県の学校と交流して学び

合う機会を設け，実践している。 

 １ ねらい 

・地域の歴史や伝統文化に関する関心と理解を深め，自分たちの住む地域に誇りと愛着をもつこと

ができるようにする。 

・自ら学ぶ力や生活に生きて働く力，自分の思いを人に伝える力など，生涯を通じて学び続けてい

くために必要な力を育成する。 

 ２ 活動の概要 

  全校：「広幡ふるさとオリエンテーリング」「広幡音頭」「歩け歩け大会」 

「地域清掃活動（ピカリーン活動）」 

      縦割り班（広幡班）で地域を回り，各学年のふるさと学習で学んだことをオリエンテー

      リングの各ポイントで説明しあったり，地域の方に地域の歴史や自慢を教えていただい

      たりすることを通して，地域の歴史や産業についての理解を深める。地域の方に踊りを

      教えていただき，広幡盆踊りや，ふるさと秋祭り，広幡町民運動会で，地域の方と一緒

      に踊りを発表する。地域の行事に全校で参加することで，地域の方との親睦を深め，ふ

      るさと広幡のよさを味わう。地域の清掃活動を地域の方と共に行うことを通して，地域

      の環境を守る心や地域に貢献する心を育てる。 

６年：「ふるさとの偉人・先輩に学ぶ」 

    江戸時代の国学者「田中道麿翁」について調べるとともに，その成果を地域の方々の前

で発表する活動を通して，地域への愛着を育む。また，ふるさと学習の成果を他校と交

流することにより，互いのふるさとの素晴らしさに誇りと敬意をもつことができる。 

５年：「広幡の自然に学ぶ」（はりんこタイム・地域人材から学ぶ） 

      広幡地区にすむ「ハリヨ」の生態や，水生生物と水質の調査を行い，広幡地区の自然を

知り，それを守ろうとする心を育てる。また，地域人材を生かし，社会科の学習につな

げ，地域企業の果たす役割を理解する。 

４年：「広幡地域と水のかかわり」（はりんこタイム） 

      輪中地域や現在の広幡地区の利水の様子を調べ，水との関わりを理解する。また，水と

のつながりの歴史を学習し，先人の営みに誇りをもつ。 

３年：「ふるさと広幡」（はりんこタイム・地域探検・地域の人と交流） 

      地域を探検して地域の様子を知るとともに，公民館活動等に参加し，地域の人とともに

活動して，地域の方とのコミュニケーションを深める。 

２年：「ぼく・わたしの町じまん」（生活科・地域探検） 

      地域を探検して見つけた町のお気に入りや興味をもったことについて調べ，全校児童や

教師・保護者・地域の人に伝える。 

  １年：「広幡の自然となかよし」（生活科・保小交流） 

      学校の周りや地域の公園，神社などに出かけ，季節の自然のお気に入りを探したり，自 

   

   

   

 



然を生かした遊びを工夫して保育園児と交流したりして，自然を生かした遊びを自分た

ちの生活に取り入れる。 

 

３ 地域住民との関わり，地域社会への貢献の様子 

・このような活動の結果，広幡小学校の児童は，地域の活動に積極的に参加し，（２８年度

も全国学力状況調査で地域の行事に積極的に参加していると答えた児童の割合は１０

０％），「広幡が大好きだ」と言える児童の姿につながっている。地域の方にもこうした

学校の取組が広がり，学校に対する温かい支援が増えてきている。コミュニティ・スクー

ルの一貫として，ボランティアの登録も含め，学校の授業や行事，様々な活動に地域の方

がいろいろな形で参加して学校を応援してくださっている。 

・１年生は，安全な登下校のために交通安全協会の方に交差点の渡り方を教えていただいた。

２年生の地域探検の学習では，公民館長さん・各地区の区長さん方にその地域の自慢を教

えていただいたり，秋祭りに参加したりした。また，地域を支えてくださる方にインタビ

ュー活動をし，地域の方を紹介し合う活動を行った。３年生の地域探検の学習では，公民

館長さんを中心に公民館のひみつや町の自慢を紹介していただいた。４年生では，地域の

方に，広幡地区の利水についての説明をしていただいたり，地域ボランティア講師に水と

の戦いや輪中でのくらしについて教えていただいたりした。５年生では，自動車工業を支

える仕事に誇りをもって取り組む地域人材を生かした学習を開発し，その生き様にもふれ

させた。６年生では，地域ボランティア講師に田中道麿の生き方や広幡の歴史・史跡につ

いて教えていただいた。 

・児童会が中心となって地域清掃活動を企画し，全校児童が地域の方と共に清掃活動を行 

  った。地域の行事「歩け歩け大会」に全校児童で参加した。この行事では，６年生が出発

  式や解散式を担当することで，地域行事の大きな役割を果たしたり，地域の方とふれあう

  よい機会になり，地域の方との親睦が深まったりした。その他にも，広幡夏祭り盆踊り（８

  月），広幡敬老会（９月），広幡公民館春祭り（３月）にも子どもたちが積極的に参加し

  ている。敬老会や公民館春祭りでは，学習の成果を発表したり（１・３年生），家族の作

  文を発表したり（４年生），書道や絵画の作品を展示したり（全校）するなどして参画し

  ている。また，他県の学校と交流することで，自校のふるさと学習を発表したり，他の学

  校での地域との関わり方や活動について学んだりしている。 

 

４ 活動による児童生徒の変容（伸長・成長等） 

・こうした活動を続けることで，地域との関わりが増え，コミュニティの一員であるという

自覚が芽生えてきている。昨年度よりユネスコスクールになったことにより，地域やふる

さと学習に誇りをもつ心がさらに育ちつつある。 

・１，２年生では，地域の素材や人材と繰り返しかかわる中で得た学びを，保育園児や他学

年，教師，地域の人に伝える活動を通して，ふるさとのよさに改めて気付き，自ら学ぶ力

を身に付けることができた。３年生では，町探検の中で出会った地域の人との交流を深め

る中で，人と人との温かいつながりに気付き，「ふるさと広幡」に親しみをもつことがで

きた。４年生では，地域ボランティアの方の「昔はこの地域も水害に悩まされていた」と

いう苦労話を聞くことで，先人の努力によって今の生活が成り立っていることに感謝し，

ふるさとを大切にしたいという心情をもつことができた。５年生では，地区の自慢のハリ

ヨの生態を学び，水生生物調査や水質調査を行って環境の現状を知ることを通して，ふる

さと広幡の自然の豊かさに感謝すると共に，これを守るために自分たちができることを考

えることができた。６年生では，地域の歴史を調べる活動を通して，ふるさと広幡のすば

らしさに改めて気付くとともに，田中道麿翁の「よく働き，よく学び，夢を実現させてい

く」生き方から，「自分たちも努力を惜しまず，夢をもって前へ進んでいきたい」という

願いをもつことができた。 

    


